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ルート名~レートの 主 要経過地
1 東京北海道ルー ト 1 東京付近ー福島付近ー青森付近一札幌付近

2 東京 九州ルー ト | 東京付近一横浜付近ー名古屋付近 京都付近
i 一大阪付近一神戸付近ー下関付近ー福岡付近

この規定を受けて政府は， 昭和 39 ・ 9 に関係各省事務次官に

よ っ て構成される観光対策連絡会議において，国際観光地(表

1) および国際観光ルート(表 2) の候補地 ・ 候補ノレートを定めた

が， さらに昭和 41 年度の予算に反映する こ とができるよれ

これら，おのおのについての整備計画を早急に策定するこ とと

してい る。

この整備計画においては，昭和 45 年度における各国際観光

地別の入込み外客数を算定し，その外客数に対応する施設教備

計画を定めるこ ととなるが， 国際観光地 ・ 国際観光ノレー トの総

合的形成の趣旨からいっても，東京 . t町浜等既成の国際観光地

の予想入込み外客数は，絶対数において他を著しく引き離して

いることは当然としても， そのウ エイ ト は現在より も下がり，

地方のウエイト がそれだけ上がることが考えられる。

(金田微)

こくさいこうくううんそうきょうかい 国際航空運送

協会 (IATA) (炎) International Air Transporst Association 

ζ くさいこう

現在の IATA は 1919 ・ 8 ・ 25，オランダのハー グで結成された旧

IA T A (International Air Traffic A田町iation) の戦後版協会

である。旧 IATA のハーグ事務局は， 第 2 次大戦ぼっ発後ロ

ンドンに避難し，戦後の国際航空の発展に備えて，新 IATA の

構想を練 っ ていた。終戦と同時に国際連合と密接に協力し，国

連の下部機構として事 国際民間航空機関(ICAO) が 1945 年に暫

定機関として設定されたと同時に，同年 4 月ハバナで 31 箇国

の関係代表が創設会議を聞いて設立され，同年 12 ・ 18 本部を

ICAO と同じくカナダ国モン トリオール市に設置した。

旧 IATA は国際的に政府機関として協調する一方，国際商

業会議所と も密綾な連絡を保ち，第 2 次大戦ぼっ発時には，全

世界の主要航空会社が， 31 社会員として加盟しており ，大日 本

航空株式会社も会員社であった。

新 IATA は旧 IATA に比べ，多分に公的色彩が濃い。大戦

後，航空技術の急速な進歩，発達に伴い，航空機の規準は戦前

に比べて大きな変革を起こし，航空輸送についても同じことが

いえた。新 IATA は， ICAO がこれら航空機および航空全般

にわたっての ICAO 規準を定め，これを加盟各国に採択させ

て，航空の起草に協力する重要な役割を果たした。 新 IATA は

ICAO と表裏をなすものとい ってよい。新 IATA の設立され

た当初の目的は，国際的に L~運の手続を統一し，簡素化し，

各国の言語 ・貨幣・法律の相違を克服して各社の路線を連絡し，

空運を世界的規模に統合し，単一組織としての機能を創造し，

かつ保持する。1 であ った。

設立 20 年を経た現在では，おおむね初期の目的を達成して

いるが，なお世界諸国民の利益のためにー 安全， 正確で経済的

な空運を促進し，航空による通商を育成する一方，諸問題を研

究する。かく して国際空運業務に直接または隣接に従事する航

空運送企業相互間の協力のための手段を提供する。

〔組織〕

ICAO 加盟国の定期航空会社は加入資絡があり，任意加入の

非排他的民間組織で，なんらの政治的色彩もない。国際線を運

営する航空会社は正会員， 国内線のみを運航する会社は準会員

とする。 1965 ・ 3 現在の会員社は 92 (正会員 81 ， 準会員 11 社)

で，日本航空も 1954 ・ 2 ・ 2 正会員 となった。

〔機構〕

最高議決機関は，全加入会社代表で構成される年次総会であ

る。加入会社の票決権は，その事業規模に関係な く平等で重要

事項の決定を行なう。加入国のいずれかに拘束を与える議決は，

全会一致を原則とし，拒否僚を認めている。 しかし IATA の

性格上， こ の拒否権は凶速の場合のように議事進行や決議を妨

げることは少ない。

総会で決定した意志は，常任理事会を執行機関と して執行し ，

常任理事は，正会員の代表中から 18 名以内を総会で選任する。

任期は 3 年で毎年 6 名が改選される。理事会は年間事業計画を

作成し，常設の各専門委員会や事務局にその突施を付託し，ま

た協会の適正な運営を行なう。常設委員会には，運送 ・技術 ・

財務・ 法務 ・医務の五つがあるが，常任理事会や総会に対する

諮問，勧告機関として ， IATA 本部内に事務局をもち，専門分

野での資料収集，統計の作成， 年間事業計闘に基づいた精密な

研究を行なう。

このほかに， 1946 年英米両国が航空運送に関する パミ ューダ

会談を行なった結果設けられた IATA 運送会議がある。 この

会議は同協会が国際航空事業を目的としたものであることを特

長づけるもので， IATA 総会は運賃協定にかかる決定は同会議

にゆだねている。
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